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2、講演録「中国詩壇の現状」『帝国大学新聞』第六百五十三号「文学」一九三六年十二月 











































表 1 郁達夫の手にした雑誌に掲載している谷崎作品一覧 
雑誌 出版時間 谷崎作品 
『改造』 1926 年 11 月号 「青塚氏の話」74－80 頁 
『改造』 1926 年 12 月号 「青塚氏の話」106－112 頁 
『改造』 1927 新年号 「「九月一日」前後のこと」230－251 頁 

























































































































































































































































































































































3、佐藤智恵子宛 一九二八年一月十三日 『郁達夫資料補篇』（下）、一九七四年 
4、佐藤春夫宛 一九二八年三月九日 同上 
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32 齋藤 有子「ナオミという鏡」（『早稲田大学大学院教育学研究科紀要 別冊七』、一九九九年）、猪又菜美子「谷
崎潤一郎『痴人の愛』―西洋と日本の関係について」（『筑紫国文』 (二五)、 二〇〇二年）等を参照。 
33 谷藤葉月「作られた妖婦―『痴人の愛』にみる谷崎潤一郎の女性観」『日本文学誌要』第七二号、二〇〇五年
七月を参照。 
34 千葉俊二『谷崎潤一郎―鑑賞日本現代文学八』角川書店、一九八二年、九十八、九十九頁 
35 鈴木貞美『モダン都市の表現―自己幻想女性』白地社、一九九二年、十四頁 
36「痴人の愛」『谷崎潤一郎全集』第十巻、四十三頁 
37「迷羊」『郁達夫全集』第二巻、一〇二頁 
38「痴人の愛」『谷崎潤一郎全集』第十巻、四十七頁 
